
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大分類 取り組みテーマ テーマに対する取り組み内容 進捗状況 

安心なまちづくり 

○安心して子育てできる 

環境の整備 

(1) 給食費補助の継続化（新規） 

（給食費物価高騰分の補助） 
５０% 

(2) 適正な集団保育規模の確保（新規） ２５% 

○福祉・医療体制の充実 

 

(3) 医療・福祉の連携強化 

 

５０% 

 

(4) 赤羽根診療所の運営の充実 

 

７５% 

快適なまちづくり 

○交通環境の整備推進 

 

(5) 生活道路・通学路の整備 

 

７５% 

 

(6) 幹線道路の整備・要望活動の推進 

 

７５% 

○防犯活動・防災対策 

の整備充実 

 

(7) 防災意識の向上活動の推進 

 
７５% 

 

(8) 地域防災力向上を図る取り組み推進 

 

７５% 

元気なまちづくり 

○スポーツ活動の振興 

と環境整備推進 

(9) スポーツができる環境の整備推進 

 
７５％ 

(10) 中央公園の整備推進 

 
７５% 

○観光地域づくりの推進 

(11) 新たな観光資源の活用推進 ７５% 

(12) サイクルツーリズムの推進 ５０% 
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発行所：トヨタ自動車労働組合 

発行人：飯田 智士 

編集者：平松 昭徳 

印刷所：（株）トヨタエンタプライズ 

平松あきのり

平松昭徳の主な取組み  
＊進捗状況・・・100%:実現、75%:実現に向け実行中   

・50%:実現に向け計画中、25%:調査中、0%:動きなし./  

「子育て支援、 

福祉施策の推進」 

「安全に過ごすことが 

できる環境の整備」 

「生き生きと暮らせる 

環境づくり」 

№６１ 

【 61 期前期の公約 】・   

KABANET アドレス くらしの相談検索システム facebook Instagram 

 
どこの地域でどのような提案 

があるのか検索可能です！ 

ID:KABA（半角大文字） 

PW:2019（半角数字） 



●「愛知県・田原市総合防災訓練」実施！ 

 

 

 

１．議会・議員としての取組み・   

○ テーマ：三河田原駅周辺の状況について 

＊下記 3 項目について、課題の確認、指摘、課題解決の提案等を実施 

１ 田原駅南公共駐車場の管理について 

・駐車場に自動車部品等置場にしているルール違反への対応 

２ 田原駅公共駐輪場の管理について 

 ・自転車放置や置き方のルール違反への対応 

３ 三河田原駅周辺の道路環境について 

  ・周辺道路の安全対策や利便性の向上のための方策の提案等 

３．トピックス 

●渥美半島の防災力を早期に強化！ ●「みなとオアシス伊良湖」登録！ 

●現状：豊橋市と田原市とのごみ処理広域化に伴い、令和 7 年 1 月から分別区分が変わり「生ごみ」は専用のボッ

クスに出すことになったが、カラスや小動物に生ごみが荒らされ散乱し異臭等が発生し衛生面の悪化がある。 

〇対応：生ごみ専用ボックスに専用のフタを取付、網との 2 段構えの対策を行った。【対策により荒らされゼロ】 

「自転車溢れている田原駅公共駐輪場」 

対 策 前 

2．くらしの相談対応・   

●一般質問 ！ 

＊通勤や通学で多くの人が利用する三河田原駅は、田原市の玄関

口として大変重要な拠点であるため、常に環境整備が必要！ 

・伊良湖港周辺の新たな賑わい創出する 

地域として名称を登録 

 

● 行政評価勉強会での質問！ 
 

・「強靭で信号のない道路」の整備 

（交差点の立体化、バイパス整備） 

 
 

〇特別水難救助隊活動事業について 

・海に囲まれている田原市ではサーフィンや釣りなどのマリンスポー 

ツが盛んなことから水難事故等の発生が多く、水上バイクでの水難 

救助活動を行っている。今年度、2 艇目が配備され出動態勢を強化 

体制 ➡外海：水上バイク 2 艇 

➡内海：水上バイク 1 艇、エンジン付きゴムボート 1 艇 
「消防士による水難救助訓練中」 

対 策 後  

・愛知県と田原市の共催で、大規模地震 

を想定し「総合防災訓練」を実施 

 



 

 

田原市議会議員 

平 松 昭 徳  
2025 年 10 月 

 

 
*進捗状況：100%:実現、75%:実現に向け実行中、50%:実現に向け計画中、25%:調査中、0%:動きなし 

大分類 取り組みテーマ テーマに対する取り組み内容 進捗状況 

安心なまちづくり 

○安心して子育てできる 

環境の整備 

(1) 給食費支援（半額補助）の継続  

（新 規） 
50% 

(2) 公立保育園の適正化の推進 

（新 規） 
50% 

○福祉・医療体制の充実 

 

(3) 医療・福祉の連携強化 

 

50% 

 

(4) 赤羽根診療所の運営の充実 

 

75% 

快適なまちづくり 

○交通環境の整備推進 

 

(5) 生活道路・通学路の整備 

 

50% 

 

(6) 幹線道路の整備・要望活動の推進 

 

50% 

○防犯活動・防災対策 

の整備充実 

 

(7) 防災意識の向上活動の推進 

 

75% 

(8) 地域防災力向上を図る取り組み

推進 
50% 

元気なまちづくり 

○スポーツ活動の振興 

と環境整備推進 

(9) スポーツができる環境の整備 

推進 
50％ 

 

(10) 中央公園の整備推進 

 

50% 

○観光地域づくりの推進 

(11) 新たな観光資源の活用推進 50% 

 

(12) サイクルツーリズムの推進 

 

50% 

 

 

「子育て支援、 

福祉施策の推進」 

61 期前期（2025 年 9 月～） 
 

平松
ひらまつ

昭
あき

徳
のり

が掲げる主な公約 

「安全に過ごすことが 

できる環境の整備」 

「生き生きと暮らせる 

環境づくり」 



 

田原市議会議員 

平 松 昭 徳 
       2025 年 10 月 

                   

(1)給食費補助の継続化 

・子育て世帯の経済的な負担軽減を図るため、給食費の負担軽減として、令和 7 年度より給食費の半額支援に拡充

されたので、この支援の継続を進めていく。 

(2) 適正な集団保育規模の適正化 

・少子化の進行、低地に立地する保育園、保育園の老朽化により、保育園の適正化が進められ、令和 11 年度までに

田原市内 8 園の保育園 ➡ 4 保育園に統合されるため、保護者や市民の意見等を把握し課題解決を進めていく。 

(3) 医療・福祉の連携の強化 

・地域包括ケアシステム実現のため、保険・医療・福祉（介護）の連携を進め、介護と医療の切れ目のないサービスの

提供、高齢者が安心して自宅で療養できる体制づくりの推進に議会として協力をしていく。 

(4) 赤羽根診療所の運営の充実 

・運営の安定をはかるため、増加した利用者や受診者数の維持を図る取り組みを進める。 

(5) 生活道路・通学路の整備 

・各コミュニティ協議会から提言のあった通学路等での危険個所の内容を精査し、早期対応を図る体制づくりや安全で

安心できる通学路の整備の取り組みを進める。 

(6) 幹線道路の整備・要望活動の推進  

・県、東三河、地域、民間企業一体となった取組みの推進が重要であるため定期的な道路対応の推進や臨海企業懇

話会として要望活動（豊橋渥美線臨港道路、23 号バイパスの早期開通・四車線化）の継続や推進を働きかける。 

(7) 防犯意識の向上活動の推進  

 ・青パトや地域見守りネットワーク、各種団体と連携した防犯活動や市民の防犯意識の向上、地域の見守り活動の拡

充の提案や犯罪被害の防止を図る取り組みを進めるように働きかける。 

(8) 地域防災力向上を図る取り組み推進  

 ・防災訓練、防災カレッジ、ほーもん講座、子ども防災教室等を実施しているが、より実践的な内容を取り入れた訓練や 

講習会をおこない防災・減災意識の高揚を図ることを継続して呼び掛けていく。 

(９) スポーツができる環境の整備推進  

 ・小中学校の統廃合により、使用していない体育館やグランド等の有効活用の検討の進捗を把握し、整備推進が図ら

れているかの確認を進める。 

(10) 中央公園の整備推進  

 ・中央公園の長期的なビジョンを明確にするように提案等を進める。 

(11) 新たな観光資源の活用推進 

 ・新たな観光資源である「みなとオアシス伊良湖」を活用した取組みの推進について提案等を進める。 

 ・地域資源を活用した着地型体験のプログラムを活用し観光推進につなげるように提案等を進める。 

(12) サイクルツーリズムの推進 

 ・安全対策など自転車ネットワーク整備を進め環境整備を図り、サイクリストが訪れたくなるようなに地域を目指すため、 

国内外のサイクリストが満足できるルートにし、サイクルツーリズムの推進につながる取り組みの後押しを進める。 

 

61 期後期（2025 年 9 月～） 
 

取り組み内容の詳細 



 

 

 

 

                                      

   

 
*進捗状況：100%:実現、75%:実現に向け実行中、50%:実現に向け計画中、25%:調査中、0%:動きなし 

（＊赤字は進捗ＵＰ） 

大分類 取り組みテーマ テーマに対する取り組み内容 進捗状況 

安心なまちづくり 

○安心して子育てできる 

環境の整備 

(1) 給食費補助の継続化（新規） 

（給食費物価高騰分の補助） 
50% 

(2) 適正な集団保育規模の確保（新規） 50% 

○福祉・医療体制の充実 

 

(3)医療・福祉の連携強化 

 

75% 

 

(4)赤羽根診療所の運営の充実 

 

50% 

快適なまちづくり 

○交通環境の整備推進 

 

(5)生活道路・通学路の整備 

 

50% 

 

(6)幹線道路の整備・要望活動の推進 

 

50% 

○防犯活動・防災対策 

の整備充実 

 

(7)防犯意識の向上活動の推進 

 

50% 

 

(8)地域防災力向上を図る取組推進 

 

75% 

元気なまちづくり 

○スポーツ活動の振興 

と環境整備推進 

(9)スポーツができる環境の整備推進 

 
50％ 

 

(10)中央公園の整備推進 

 

50% 

○観光地域づくりの推進 

(11)新たな観光資源の活用推進 75% 

 

(12)サイクルツーリズムの推進 

 

50% 

 

60 期後期（2024 年 9 月～2025 年 8 月） 
 

平松
ひらまつ

昭
あき

徳
のり

が掲げる主な公約と進捗状況 

「子育て支援、 

福祉施策の推進」 

「安全に過ごすことが 

できる環境の整備」 

田原市議会議員 

平 松 昭 徳

2025年 10月 

「生き生きと暮らせる 

環境づくり」 



 

 

 

 

 

 

   *進捗状況：100%:実現、75%:実現に向け実行中、50%:実現に向け計画中、25%:調査中、0%:動きなし 

今期のテーマに対する取り組み内容の振り返り 次期の取り上げテーマ（継続 or 新規） 進捗状況 

1） 子育て世帯の経済的負担の軽減を図り子育てしや

すい環境を整備するため、令和 7 年度より小中学

校の給食費の半額を市が支援をすることになった。 

【新規】 

〇給食費支援（半額補助）の継続 

・給食費の半額支援を継続する。 

50% 

2） 令和 11 年度までに、市内 8 か所の公立保育園を 4 保

育園に統合を進めることが決定された。 

【新規】 

〇公立保育園の適正化の推進 

・統合をスムーズに進めるため、保護者や市民の意見を反映する。 

50% 

3) 地域包括ケアシステム実現のため、保険・医療・福祉（介

護）の連携を推進し、疾病予防からケアに至るまでの取

り組みが徐々に進んできた。 

【継続】 

〇医療・福祉の連携の強化 

・更なる保険、医療、福祉（介護）の連携の推進を図る。 

50% 

4) 赤羽根診療所は、一般診療だけでなく、予防接種、各種

検診、発熱外来はじめ、在宅当番医も行っており、受診

する人が増え、地元の医療機関として定着してきた。 

【継続】 

〇赤羽根診療所の運営の充実 

・運営の安定をはかるため増加した利用者や受診者数の維持。 

75% 

5) 洗い出された小学校や中学生の通学路の危険個所は撲

滅には至っていないが、補修や整備が進んできた。 

【継続】 

〇生活道路・通学路の整備 

・危険個所の早期発見や対応できる体制づくりの推進を図る。 

50% 

6) 浜松・三ヶ日・豊橋道路のルートも決まったことから、終点

をいかに田原よりに持ってくるかの議論が始まった。 

【継続】 

〇幹線道路の整備・要望活動の推進 

・県、東三河、地域、民間企業一体となった取組の推進を図る。 

50% 

7) 青パトによる地域巡回が行われ犯罪件数は減少傾向だ

が、無施錠による侵入盗や自転車盗、車上狙いが発生

しており、防犯意識の向上のための啓発活動が進められ

た。 

【継続】 

〇防犯意識の向上活動の推進 

・犯罪防止のため地域の見守り活動の推進を図る。 

75% 

8) 津波避難施設の整備が進められ避難困難地域の解消が

図られ防災訓練等が行われているが、まだまだ市民の意

識は高いと言えない。 

継続】 

〇地域防災力向上を図る取り組み推進 

・更なる防災、減災意識の向上を図る取り組みを推進する。 

50% 

9) 小中学校の統廃合による空いた公共施設（運動場や体

育館等）の有効利用の検討が進められた。 

【継続】 

〇スポーツができる環境の整備推進 

・施設の維持管理だけでなく、新たな場の検討を進める。 

50% 

10) 中央公園については、民間活力の導入を視野に入れた

新たな利活用の検討が進められたが大きな動きがない。 

【継続】 

〇中央公園の整備促進 

・市民からの意見を踏まえた内容を検討し提案を進める。 

50% 
 

11)新たな賑わいの創出を目指すため伊良湖周辺を「みなとオ

アシス伊良湖」として登録をした。（令和 7 年 9 月～） 

【継続】 

〇新たな観光資源の活用推進 

・「みなとオアシス伊良湖」を活用した取組み推進を図る。 

50% 

12) 市内に来訪するサイクリストの利便性向上を図るため、サ

イクルバス（バスに載せ移動）実証実験を開始した。 

【継続】 

〇サイクルツーリズムの推進 

・サイクリスト受入れ環境の整備、自転車を活用した観光を広める。 

50% 

 

田原市議会議員 

平 松 昭 徳

2025年 10月 

60 期後期（2024 年 9 月～2025 年 8 月） 
 

取り組み内容の振り返りと次期取り上げテーマ 


